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関西国際空港直下における大阪湾内の堆積層序の特徴

Stratigraphy around Kansai Airport and its properties
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　関西国際空港 2期島において約 1350ｍにもおよぶ長尺ボーリング調査が関西空港用地造成会社により実施された．
このボーリング（KIX18-1）は大阪堆積盆地の堆積層序を知る上で，堆積盆地の最も堆積軸部に近い海域での長尺ボー
リングであることから，多くの堆積情報を保有している可能性が高く，また，同堆積盆地北部において実施された着岩
ボーリングである東灘ボーリング（GS-K1）とも対比することが可能である．一般に大阪堆積盆地に分布する大阪層群
の層序区分については大阪市により 1960年代に掘削された掘進長 907.3mの OD-1ボーリングや周辺の地質調査により
検討がなされている．特にOD-1は地質学的検討（花粉・珪藻・有孔虫などの微化石分析）が行われ，大阪平野部の代表
的な基準ボーリングである．検討は，全コアの詳細な肉眼観察と共に，各種分析（火山灰，微化石，ナンノ，古地磁気，
XRD）を実施し，これまでの関西国際空港周辺の地層として分類される空港島塁層との対比のみでなく，火山灰層序や
古地磁気層序，堆積環境を合わせて大阪層群への詳細な対比検討を行った．
　基盤岩は，大阪堆積盆地地下に存在すると考えられている花崗閃緑岩からなり 1328.65ｍで確認された．着眼部よ

り上部の約 1300ｍ間には基本的に粘土層と砂層が中心となった堆積層が連続的に分布しており，基盤岩上面に神戸層群
様の軟岩堆積物は見られなかった．火山灰層序および古地磁気層序から，大阪層群下部層～上部層で見られる海成粘土
層はMa－１層～Ma13層まで全て確認し，更なる海成粘土層の可能性が高い粘土層も数枚確認した．海成粘土層がくり
かえすのは深度 500m以浅であり，500ｍ以深では，淡水成粘土が卓越し，静穏な湖成の堆積物と考えられる．砂層が卓
越する部分では，洪水成の砂（中粒砂～粗粒砂）が観察される．岩着直上から 100ｍ程度は角礫状の砂礫が多く，材化
石も多く入り，狭い河谷部～扇状地で堆積したと思われる粗粒な堆積物あるいは土石流堆積物からなる．
　火山灰分析では，現在 17の火山灰層が確認され，特に指標となるアズキ火山灰（900ka）やピンク火山灰（1000ka），

福田火山灰（1750ka）が確認されている．古地磁気層序では，ブリュンヌ－マツヤマの境界（0.78Ma）やマツヤマ逆帯磁
期中に見られるハラミヨイベント（0.99～1.07Ma）やオルドバイイベント（1.77～1.95Ma）が確認された．さらに，マ
ツヤマ－ガウス境界（2.58Ma）も確認された．GS-K1と対比すると，大阪層群最下部層の層厚が厚く，前述の火山灰層
や古地磁気境界情報を用いた堆積年代曲線によると，基盤岩直上の年代はおおよそ 3.2Ma程度と推定される．
　関西空港周辺では，用地埋立て時より多数のボーリング調査が行われているが，実際にオールコアの地質分析試料

として採取されたコアはこれが始めてである．関西空港等周辺に分布する空港島累層（中世古他，1984）の大阪層群へ
の対比などが今回の検討結果で可能となった．


